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I　はじめに

　第二次世界大戦後の日本においては，終戦後の

復興とそれに続く高度経済成長，都市化や郊外化

の時代，あるいはモータリゼーションの進展な

ど，都市を取り巻く状況は目まぐるしい変化を見

た。その一方で，現在では，戦後の都市の繁栄を

支えてきた中心市街地の衰退が顕著となってい

る。この中心市街地の衰退は，半ば社会問題化し

ており，1998年7月には「中心市街地活性化

法」］）が施行され，法整備をはじめとするさまざ

まな対策が講じられている。

　とりわけ，地方都市においては，郊外への大規

模小売店舗（以下，大型店と表記）の新規立地を契

機とした新しい形態の郊外商業地域の形成がなさ

れており，他方，旧市街地における零細規模経営

の店舗の廃業と空店舗の増加が生じる，商業地域

の二極分化が報告されている（奥野ほか1999）2：。

また，上記のことは，モータリゼーションの進展

と1990年代以降の「大規模小売店舗法（以下，大

店法と表記）」3〕の立地規制の緩和が大きな要因で

あるとの指摘がなされている。

　これらの都市をめぐる杜会・経済環境の変化は，

都市を面的に構成する単位である都市的土地利用

や，都市に集積した諸機能にも大きな影響を及ぼ

していると考えられる。例えば，新たな都市的土

地利用や都市機能が出現したり，あるいは既存の

土地利用や機能に関しても，新たな分布や形態が

見られるようになってきている。

　地理学の分野においては都市的土地利用や都市

機能に関して，さまざまな研究が蓄積されてき

た。筑波大学人文地理学研究グループにおいて

も，これまで地方申小都市における商業機能の変

化に関して，茨城県の複数の事例を取り上げてき

たり。例えば，川瀬ほか（！998）では，常陸太田

市の商業地域の変容が検討されたが，そこでは

モータリゼーションの進行のような商業環境の変

化という外的要因と，各商店の経営実態に内在す

る内的要因とによって，1970年代の低成長期以降

の商業の衰退が引き起こされたことが明らかにさ

れた。

　本報告においては，異なる歴史的基盤の下で発

展を遂げてきた，茨城県ひたちなか市の勝日ヨ，那

珂湊両地区5〕を対象として，これらの2地区の比

較を行いながら，近年の都市的土地利用の変化と

都市機能の集積およびその要因について考察す

る。その際に，商業機能に加えて行政機能（公共

施設）にも着目する。まず，第n章では，ひたち

なか市の都市発展過程について，就中，両地区の

相違に着目しながら検討する。第皿章において

は，土地利用調査や聞き取り調査などをもとに，

民間事業所の立地とその変化について，両地区中

心部の商業的土地利用，商業機能に重点を置いて

明らかにする。続いて，第w章では，市全域にお

ける公共施設の立地とその変化を検討する。

　本報告で対象とする茨城県ひたちなか市（第1
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9．大成町　10．大字申根　王王、大字東石川　12．大字勝倉　13．大字武日ヨi4．勝田本町

15．大字金上　16．大字三反閏　17．大字枝川　18、大字津田　19．大字市毛　20．大字堀口

21．勝田中原町22、大宇馬渡23．大字長砂　24．大字足崎25．大字田彦　26、大字稲困
27．大字佐和　28．大字高場　29．大字高野　30．大字後台　3王、長堀町　32．松戸町

33．笹野町　34．後野　35．小砂町　36．はしかべ　37．大平　38．東大島　39．東石川　40．西大島

41．外野　42．堂端　43．海門町　44．栄町　45．山ノ上町　46．釈迦町　47．湊申央　48．湊本町
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56．鍛冶屋窪　57．湊中原　58．西赤坂　59．赤坂　60．鳥ヶ台　61．十三奉行　62．西十三奉行
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79．阿字ヶ浦町　80．浅井内　81．国神前　82．山i崎　83．平磯遠原町　84．鶴代　85．和尚塚

86I道メキ　87．北神敷台　88．南神敷台　89．沢メキ　90．廻り目

第1図　研究対象地域（1999年）
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はみたものの，戦時体制下の時代を迎えて，近代

的漁港の完成は戦後を待たねばならなかった（写

真1参照）。

　皿一2　目立製作所の進出とひたちなか市域の

　　　　　変容

　勝田地区は，南西部を流れる那珂川沿岸の標高

7mの沖積低地と，中央部から北部にかけて標高

30mの平坦な那珂台地からなる。低地は主に水田

に利用され，台地はサツマイモの栽培，近年では

キュウリやスイカの栽培をはじめとする都市型近

郊農業も盛んとなった2別。

　明治時代は甘藷栽培が盛んで，那珂湊地区同様，

甘藷は勝田地区における最も重要な農作物であっ

た。甘藷は切干（俗にいう乾燥芋）に加工され，全

国一の生産量を誇っている。甘藷切干は保存に良

く，糖製品の少ない時代には貴重な嗜好品として，

戦時中には保存食になるなど珍重されたという23）。

　ユ910（明治43）年，常磐鉄道水戸一佐和間に勝

田駅が開業した刎。勝田駅から積出された貨物は

木材や薪炭，麦が中心であった25〕。

　純農村地域であった勝田地区にとって，1939

（昭和14）年の日立製作所の進出は一つの画期と

なった。当時の日立製作所は日中戦争勃発による

軍需工場として，兵器材料の特殊鋼の増産に迫ら

れていた洲。当初は多賀地区（現日立市）に安来

工場多賀分工場の建設が予定されていた。しか

し，用地買収が難航したため，水戸市に隣接して

交通の便が良く，平地で地価が安かった勝田・川

田・申野の3か村地内に建設地が変更された27〕。

当初の買収予定地はユO万坪であったが，最終的な

工場用地はユOO万坪にも達し，戦時下であったた

め，土地買収はわずか2か月の聞に完了した28〕。

　この日立製作所水戸工場は，ユ941（昭和16）年

に一部操業を開始した。また，系列会杜の日立兵

器は日立製作所が買収した工場用地のうちユ4万坪

を分譲され，1940（昭和15）年に操業を開始した蝪。

日立兵器は戦時中陸軍直轄の管理工場として，

1945年

写真1

1998年

那珂湊地区申心部の景観の変化

（空中写真に一部加筆）
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重・軽機関銃，航空機搭載機関砲，高射機関砲を

製造していた洲。

　このように日立製作所とその関連のいずれの工

場も，第二次世界大戦直前の軍部に後押しされた

進出であり，当時の勝田町の軍需都市化を強く推

進することになった。

　1945（昭和20）年の空中写真に見られるように，

買収された土地は勝田駅を中心に円形状に広がっ

ている（写真2）。勝田駅の西方に日立製作所水

戸工場，南方に日立兵器（現日立工機）の工場が

並立し，東方には日立製作所の社宅が連なってい

る。社宅は日立製作所水戸工場と同時に建設され

た洲。しかし，この時点ではまだ駅前や工場周辺

には畑地が見られた。

　しかし，敗戦後の日本経済下で，勝田町は全体

的に見れば農業への依存度がなお大きかったとは

言え，軍需都市として急成長を遂げつつあっただ

けに，終戦は勝田町の財政に多大な影響を与え

た。1950年5月には，日立製作所は経済不振を理

由に大量解雇の発表をした。その数は5，555人に

のぼり，このうち勝田町の水戸工場は794人を占

めた32〕。日立・多賀そして勝田の各地域は，日立

製作所への依存度が強いため，この大量解雇は深

刻な問題となった。そこで勝田町は振興策として

警察予備隊（現自衛隊）の誘致を行うこととした。

ユ951年，日立工機（もと日立兵器）との間に約4

万坪の土地と延べ600坪の建物の売買契約を交わ

し，この土地を警察予備隊に提供して誘致を図

り，町の振興策の一助にしようとした捌。

　1954年には，前渡村，佐野村を合併し，勝田市

が誕生した。高度経済成長期には，工業団地が計

画され，1960年に茨城県と勝田市は「勝田工業団

地整備組合」を設置，勝田市は翌年に都市開発地

域に指定された。1961年11月の「水戸・勝田都市

開発区域整備方針」の中では，区域および開発の

構想の大綱に「勝田市に工業団地，住宅団地を造

成し，これを中核とする新市街地を建設して人口

の導入をはかり，勝田市を工業都市として発展せ

しめる」と記載されている洲。そして，第一工業

団地が大字田彦の国道6号と常磐線の問に位置す

る27万坪，第二工業団地が都市計画道路東中根西

原線沿いの32万坪に計画された。第一工業団地に

は！96ト67年に日立製作所佐和・東海工場が進出，

第二工業団地には1967～73年に日立工機，北越製

紙，日立加工紙，日立化成などが進出，現在の市

街地の原型が完成し，勝田市は一大工業都市とし

て整備された（写真2参照）。

　一方，那珂湊地区は戦後，漁港改修が完成した

ものの，大型船を通航させるにはまだ多くの改善

点を残していた。また，那珂湊港への水揚高が減

少し，水産関係者の死活問題になりかねないとの

懸念から，煮だこ加丁を導入することになった。

アフリカ沖で捕獲された冷凍だこを原料とし仕入

れ，これを解凍，水洗い，ボイル，箱詰めして出

荷するもので，1963年から生産が始まった。これ

は自港水揚げの原料に頼らない新たな水産加工品

である。生産高は年々上昇し，ついにユ965年には

煮だこ生産額が水揚高を上回った。現在でも，煮

だこ加工は那珂湊地区の基幹産業の地位を保って

いる35；。

　また那珂湊漁港にはひたちなか市地方卸売市場

と那珂湊漁業協同組合地方卸売市場の二つの魚市

場がある。前者は，カツオ，マグロ，カジキ類，

イワシ，サンマ，サバなどの沖合遠洋漁獲物を，

後者は，ヒラメ，カレイ，コウナゴ等の沿岸・沖

合漁獲物を主に取り扱っている。水揚量では施網

のイワシが，水揚額では一本釣りカツオがそれぞ

れ6割前後を占めている36〕。

　しかし，那珂湊地区は周囲を原子力関連施設の

東海村，工業都市の勝田，県都の水戸，」カーフェ

リー港と観光の大洗に囲まれ，人口減少も生じて

いる。かつての港町として形成された商圏も失い

つつあり，那珂湊地区の購買客は水戸や勝田の大

型店に流出する傾向にある。こうした現状のな

か，勝田市との合併と合わせて，北関東自動車道

の開通，常陸那珂港の開港とこれに付随する工業

団地の造成などで，那珂湊地区が再び発展するこ

とが期待されている。
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1945年

写真2 勝田地区申心部の景観の変化

（空中写真に一部加筆）

　皿一3　ひたちなか市の成立過程

　上述のように，異なる産業基盤の下に発展を遂

げてきた勝田市と那珂湊市は，1994年の両市の合

併により「ひたちなか市」を形成することとなっ

た。この合併の背景には，住民サービスの向上や

行財政基盤の拡充といった従来の市町村合併の要

因とともに，ひたちなか地区の開発が大きく影響

したと考えられる37〕。

　ひたちなか地区は，1938（昭和13）年，旧陸軍

が水戸陸軍飛行学校を開設し，第二次世界大戦後

には連合国軍，そして在日米軍が空軍対地射爆撃

場として利用していた区域である。現在のひたち

なか市と那珂郡東海村にまたがる約1，182haの面

積を占めており，誤爆事故が相次いだことなどに

よる返還運動の高まりによって，1973年に日本政

府に返還された。

　この射爆撃場の跡地利用は，1981年の国有財産

中央審議会による「水戸対地射爆撃場返還国有地

の処理の大綱について」の答申において，その方

向性が決定された。利用計画のなかでは国営ひた

ち海浜公園（350ha），常陸那珂港および石炭火力

発電所（194ha），自動車安全運転センター中央研

修所（ユOOha）が主要なものとしてあげられる38）。

この他に下水道の終末処理場や総合運動公園など

の公共施設の建設，工業団地や業務用地の造成も

計画され（第4図），茨城，栃木，群馬三県を結

ぶ北関東白動車道の乗り入れも決定された。

　1984年のひたち海浜公園の建設開始をはじめとし

て，各施設の建設が順次着工され，ユ994年に白動車

安全運転センターとひたち海浜公園の一部の供用が

開始された。常陸那珂港に関しては，1998年に第1

船が入港しているが，建設途上であることに加え，

経済不況に伴い物流の大幅な成長が見込めないこと

から，港湾を取り巻く外部環境は厳しいものとなっ

ている。北関東自動車道と緒ばれる東水戸道路・常

陸那珂有料道路は1999年7月に水戸大洗1．C．からひ

たち海浜公園までの区間が開通し，2000年3月には

北関東自動車道が常磐自動車道と接続する友部JCT
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まで開通した。

　一方，ひたちなか地区の開発計画が実施に移さ

れるにつれて，この地区に関わる行政の一体化，

すなわち，市町村合併の機運が高まってきた。

　従来から，勝田市，那珂湊市そして東海村の間

には，射爆撃場の返還運動などでの連絡を目的と

して1968年に設置された，「2市1村行政連絡協議

会」が存在しており，自治体聞での連携がなされ

ていた。1990年には勝田，那珂湊の両市議会にお

いて広域行政の調査に関する委員会が設置され，

さらに，翌年，議会において合併推進の決議がな

された。このことによって，実際の合併に向けた

動きが生起した。

　その結果，連絡協議会の下で合併に関する研究

が進められたが，合併を実施するための調整を行

う任意協議会設置の段階において，東海村が時期

尚早であることを理由に任意協議会への不参加を

広域商業
　施設

午

㎜港鯛灘設
囮燭．緑地

目工薬用地
騒麹公共施設．用地

□その他

一道路
曲厨ひたちなか

　地区の範囲

2000
（m）

第4図　ひたちなか地区における開発計画

　　　　　（茨城県資料より作成）

表明した。このため，勝田，那珂湊の2市での先

行合併が実現する方向となった。

　2市による合併は，任意協議会，その後の法定

協議会において協議が行われた。新市名の名称な

どで問題が生じたものの，1994年6月には合併に

関する協定に調印がなされ，同年11月1日，2市

の対等合併によって「ひたちなか市」が発足した。

　なお，1993年に両市が市民に対して実施した意

識調査の質問のなかには，2市合併後の東海村，

那珂町および瓜連町との広域合併に関する項目が

設けられており，今後の状況によっては，さらな

る市町村領域の広域化が進展する可能性も存在し

ている。

　皿一4　事業所立地の概観

　本節では，以上のような歴史的背景のもとで発

展してきたひたちなか市における，1970年代以降

の産業基盤の地域差とその経年変化を事業所統計

から概観する。

　第5図には，1978年から1996年までのひたちな

か市における業種別の事業所数の変化を示した。

事業所総数は，1978年の事業所総数を100とする

と，1996年には142となり，その間は漸増傾向に

あった。業種別に見ると，卸売・小売業・飲食業

（本節では以下，小売業と表記）はユ978年からユ996

（事業所）

7．OO0

6，OO0

6，OO0

4，OO0

3，OO0

2．000

1，OO0

　0

　　騒卸売・小売業・飲食業鰯サービス業　贋製造業

　　□建設業m運輸・通信業　口その他

第5図　ひたちなか市における業種別事業所

　　　　数の推移（1978－96年）

　　　　　（事業所統計より作成）
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年の問で増加し，全事業所の約4割を占めてい

た。増加傾向を示している業種としては，サービ

ス業，金融・保険業，不動産業3則があげられる。

　第6図には，ユ978年からユ996年までのひたちな

か市における業種別の従業者数を示した。従業者

総数も事業所総数と同様に徐々に増加している。

しかし，業種別で見ると，事業所数の変化とは異

なり，製造業と小売業・サービス業が約4割ずつ

占めている。製造業の従業者数が多いのは，日立

製作所の大規模な工場が市内に立地していること

が要因である。小売業の従業者数は，199五年から

1996年の間に急増し，1事業所あたりの従業者数

はユ978年で3．9人から1996年で6．2人となってい

る。これは，1989年以降，ひたちなか市に大型店

が進出したことによるものと考えられる。

　ひたちなか市における事業所は町・大字ごとに

見ると，勝田地区に特に集中している（第7図）。

また，勝田地区で200以上の事業所が立地してい

るのは，表町，津田，市毛，馬渡，中根，田彦，

高場など，多くが国道6号といった主要道路沿い

の地域である。勝田駅東側における表困丁，勝田中

央，勝田泉町，元町は，古くから商業地域であ

り，事業所数が町・大字単位で平均161．5と比較

的少ないものの，周辺地域に比べて事業所密度が

高くなっている。

（千人）

　80

　70

　60

　50

　40

　30

　20

　10

　0　　　1978　　81　　　　86　　　　91　　　　96（年）

　　綴製造業圏卸売・小売業・飲食業図サービス業

　　口建設業㎜運輸・通信業Oその他

第6図　ひたちなか市における業種別従業員

　　　　数の推移（ユ978－96年）

　　　　　（事業所統計より作成）

皿　ひたちなか市における民聞事業所の立地とそ

　　の拡大

　本章では，ひたちなか市における民問事業所の

立地について，商業活動が盛んな勝田，那珂湊両

地区中心部の中心商店街と，市全域にわたる立地

展開を見せる大型店・金融機関を取り上げ，経年

変化に注目しながら述べる。

　皿一1　勝囲地区中心部における商業的土地利

　　　　　用の変化

　1）勝囲地区中心部における商業の特色

　勝田地区には，大きく2つの商業集積地域が見

られる。一つは勝田駅東側であり，これはひたち

なか市最大の商業集積地域である。勝田駅西側

は，日立製作所の工場・子会社および住宅地で占

められており，商業施設はほとんど存在しない。

他の一つは佐和駅周辺の高場であり，駅前商店街

を形成している。近年では国道6号沿いの市毛，

津田，田彦，稲田といった地域にロードサイド型

の商業集積が見られるようになった。

　本報告では勝田駅東側の地域を勝田地区中心部

とし，東西約2㎞，南北約1．2㎞におよぶほぼ方

形の範囲とする。当該地区には表町，勝田中央，

元町，勝圧1泉町といった南北方向に伸びる駅前商

店街と，駅から東へ伸びる昭和通りの一部を含

む。昭和通りは，金融などの業務機能が集積して

いる笹野町2丁目までを含めた棚。

　第8図は勝田地区中心部における従業員規模別

に見た民間事業所数を表したものである。本図で

対象としている民間事業所とは，商業だけでなく

金融業や建設業，製造業など商工会議所に加盟す

るほとんどの事業所である。すべての町丁におい

ても半数は従業員規模1～4人の民間事業所で占

められ，零細経営が卓越していることが分かる。

そのなかで，勝田中央，石川町，長堀町2丁目，

笹野町2丁目においては，他の町丁と比較して従

業員規模が10人以上の民間事業所の割合が高い。

これは勝田中央に金融業，保険業の勝田地区，ま

たはひたちなか市およびその周辺町村を統括する
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腸　1

洲禰

概1榊　喝…

　　　第8図

　凡例
く／町丁界

　例

勝田地区中心部における従業員規模別民間事業所数（1998年）

　　　　　（勝田商工会議所名簿より作成）

支社が集中していることに起因する。また石川

町，笹野町2丁目では大型店が立地し，長堀町2

丁目には建設業，製造業関連の作業場や事業所が

卓越して立地するなど，地域的な機能分化が生じ

ている。

　次に，第9図の勝田地区中心部における創業時

期別民間事業所数から，民聞事業所の集積の過程

を概観する。1959年以前に開設された民間事業所

に着員すると，数の大小で対象地域を二分でき

る。当時期に民間事業所が多く開設されているの

は元町，勝田中央，表町，勝田泉町，共栄町で，

これらの町丁はユ960年頃には勝田地区で最も都市

化していた地域である。この要因としては旧勝田

市役所が東石川五丁目に位置していたこと，さら

にはユ950年代から始まった昭和通りの建設がまだ

進展していなかったことがあげられる。連担した

都市化地域は当時の市役所と勝田駅の周辺地域に

限られていた。王970年に東石川2丁目に勝田市役

所が移転し，さらに昭和通りが東へ伸びるに応じ

て，開発される地域は東側へと拡大していった。

このため東石川2丁目以東では，1970年以降に民

聞事業所の新設が大きく増加した。

　以下では，民間事業所のうち商業店舗を小売

業，サービス業に分け，ユ980年とユ998年における

店舗の分布の経年変化を明らかにする。なお，こ

れらの店舗は1階部分のみを対象とした。

　小売業はさらに，最寄品小売店，買回品小売

店，大型店に区分した（第10図）。最寄品小売店

は，食料品，文具・書籍，薬，化粧品などを販売

する店舗とし，スーパーマーケット，コンビニエ

ンスストア，ガソリンスタンドもこれに含める。

買回品小売店は，衣類，靴・かばん，電気製品な

どを販売する店舗とする。大型店は，大店法が適

用される第丁種，第二種大型店とするが，大型店

の特性については第3節で詳述するため，ここで

は省略する。

　1980年において86店舗あった最寄品小売店

は，1998年には56店舗に激減している。対象地域

全域で減少しているが，勝田泉町での減少が特に

著しい。

　買回品においても最寄品と同様，ユ980年には76

店舗あったが，1980年には1998年には43店舗に減

少している。1998年において集中的な立地が見ら

れるのは，表町の一部のみである。
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第9図
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勝田地区中心部における創業時期別民間事業所数（1998年）

注）町丁名については第8図を参照のこと。

　　　　　（勝田商工会議所名簿より作成）

　一方，サービス業は，低次サービス業，高次

サービス業に区分する。低次サービス業には理

容・美容，クリーニング，娯楽施設，飲食店など

を，高次サービス業には，医療機関，不動産業，

宿泊施設，専門学校などの専門的サービスを行う

事業所を含む。低次サービス業は，ユ980年には勝

田駅に隣接する元町，勝田泉1町，共栄町，表町に

集申しているほか，幅員の広い道路沿いを中心と

して，全域に立地している。1998年においてその

分布の傾向に大きな変化はないが，全体の店舗数

は激減している。

　一街区に高密度に分布する店舗は，スナック，

バーなどであり，元町，勝田泉町，共栄町に見ら

れる。これらは，戦前の勝田地区において最も繁

栄していた地域である。スナック，バーは広いス

ペースを必要としないほか，顧客の回遊性が高い

ので集積によって利益を得やすく，このような立

地形態をとる。これらの店舗は他の店舗・施設に

比べてその数が卓越しており，その理由は勝田地

区が戦前には兵器工場を持つ軍需都市であったこ

とに端を発し，現在も自衛隊関連施設が近くに立

地するため，需要が大きいことが一因であると考

えられる。

　高次サービス業は，低次サービス業と比較する

と，特定の地域に集中する傾向は見られない。

1980年には勝田駅から距離が増すにつれて疎に

なっていたが，1998年には笹野町など，駅から離

れた場所にも新規に立地している。数の上でも他

業種に比べて，大きな減少は見られない。勝田中

央に卓越して立地するのはビジネスホテルであ

り，その客層は日立製作所，原子力研究所関係者、

のほかに，外国人の長期滞在者が主で，平日の利

用客が多くなっている。地元や近隣の基幹産業と

顧客が結びついているため，これらのホテルで

は，比較的安定した収益が得られている。

　以上のように，勝田地区中心部における商業施

設の分布は，経年的に大きく変化し，地域的にも

特徴的な差異が見られる。次節では，商業的土地

利用の変容とその要因を考察するために，勝田地

区中心部のなかでも戦後商業の中心を成し，時代

による特徴的な変化が見られる表町州を事例とし

て取り上げる。
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第10図a勝田地区中心部における小売業・サービス業店舗の分布（1980年）

　　　　注）町丁名については第8図を参照のこと。

　　　　　　　　　　　（住宅地図より作成）

　2）表町における商店街の形成と現状

　表町は表町通りに面してほぼ南北方向に連な

り，その長さは約800mにおよぶ。表町における

商店街形成は，日立製作所の所有地を商業用地と

して分譲したことに始まった。1950年代，前述の

通り日立製作所は従業員を大量解雇し，従業員は

退職金代わりに表町通りに面した土地を得ること

となった。表町の東側の石川町，長堀町などには
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勝田地区中心部における小売業・サービス業店舗の分布（1998年）

注）1町丁名については第8図を参照のこと。

　　　　　　　（現地調査より作成）

日立製作所の杜宅があり，表町通りに沿って形成

された表町商店街は社宅住民に対する消費財の供

給地としての役割の一部を担っていた。表町商店

街が成立する以前は，表町通りから約150m西側

の通称日工通りが中心商店街であった棚。表町商

店街の成立時に，いくつかの店舗はその将来性を

期待して，日工通り沿いから移転した。

　商店街成立当時はまだ未整備だった表町通りも
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まもなく舗装された。商店街には1960年代には茨

城県内で初めての放送設備が備えられ，さらに

1970年代には商店街全体に勝田地区唯一のアー

ケードが建設された。このように表町商店街には

積極的な設備投資がなされていた。

　しかし，これらの試みにもかかわらず，表町商

店街は衰退に向かうこととなった。この主要因の

一つは石川町における日立製作所の社宅の閉鎖で

あり，もう一つはモータリゼーションの進展に伴

う商業の郊外化である。ユ983年には表囲丁に隣接す

る石川町と春日町に，2つの大型店が相次いで進

出した。消費者が2つの大型店の間を徒歩で往来

し，商店街の利用促進につなげることを意図して

大型店の誘致を行ったものの，実際は消費者を商

店街に十分に引き寄せることができず，商店街の

活性化には至らなかった。

　闘き取り調査によれば，1999年5月における空

店舗は王4であった。しかし，廃業はしていないも

のの，休業中である店舗が商店街の南部に多い。

また，すでに撤去された店舗の跡地は駐車場とし

て利用されている。しかし敷地面積が狭いために

駐車できる台数はわずかであり，駐車場不足の抜

本的な解決には至っていない。むしろ商店街の景

観を損なうこと，購買客の回遊性の低下といった

マイナス面の方が大きいと指摘されている。

　このように，表町商店街はユ950年代に計画的に

形成された起源を持つ。その後数十年は近接する

多数の住民の需要を満たす役割を担い，また商店

の集中立地する数少ない場所であったため，中心

商業地としての地位を築いていた。しかし，特に

！980年代以降，商業活動における重要性は相対的

に低下しつつある。それは表町に近接する地域の

人口の減少，モータリゼーションヘの対応の遅れ

などが主な原因であると考えられる。

　3）表町における小売1サービス業の特性

　勝田地区は水戸市に隣接しているため，買回品

は水戸市で購入する市民が多数を占めるとされて

いる。また，かつては日立製作所とその関連会社

に勤務する従業員は，工場内に購買施設（供給

所）が完備されていたため柵，最寄品を供給所で

購入することが多かった。このため，もともと人

口規模に比べて表町商店街の店舗数は必ずしも多

くはなかった。

　1980年に59店舗あった表町の小売店は，1998年

には34店舗に激減した。最寄品小売店は23から17

店舗へ減少し，買回品小売店は36から17店舗へ激

減している。なお，最寄品小売店に関しては，食

料品店の減少がそのほとんどを占めている。買回

品小売店のなかで顕著な減少を見せる業種に靴販

売店があげられる。靴販売店は最盛期に5店舗

あったが，現在では2店舗である側。また，衣料

品店において，紳士服を取り扱う店舗が大幅に減

少しているのに対し，婦人服・子供服を扱う店舗

は新規立地も見られる。

　ユ980年に53店舗あったサービス業店舗は，1998

年には37店舗に減少した。低次サービス業は42か

ら29店舗へ，高次サービス業はユユから8店舗に減

少した。低次サービス業に関しては，表町北西部

の裏通り沿いにあるスナック，バー，居酒屋等の

減少が顕著である。現存している低次サービス業

で多いのは，飲食店，美容院・理髪店であるが，

これらの店舗は，顧客の中の固定客が占める割合

が高く，そのために売上額の変動が小さく，経営

を維持できるものと考えられる。

　表町商店街では，1960年代における高度経済成

長期が終わると，青果店，衣料品店，飲食店の順

に閉店が相次ぎ，小売店は取扱品目ごとに少数の

店舗に収敏された。業種内の競争の激化が店舗の

減少をもたらしている一方で，営業努力によって

安定した顧客を獲得している店舗捌のほかに，土

地を白己所有している店舗，他の業務（例えば卸

売業など）を兼ねて行っている店舗，表町以外に

も支店を持っている店舗は経営を維持しやすい傾

向にある。

　小売・サービス業における店舗数の減少は，同

時に空店舗の増加を引き起こしている。その空店

舗はその後，取り壊されて駐車場となったり，隣

接する店舗が増築のために利用する事例が見られ

る。

　以上のことを要約すると，1980年からユ998年に

一！5一



おける変化は，買回品小売業，サービス業全体に

おいて，店舗数の顕著な減少が見られることが特

徴である。1980年以前から最寄品小売業は顕著に

減少していたが，大型店の進出により買回品小売

業もその影響を受けるようになり，サービス業で

は固定客の割合が小さい業種が閉店している。

　4）表町商店街における商業活性化への取り組み

　日立製作所から土地を譲り受けて商業を始めた

表町の商店主はすでに高齢層となり，前述したよ

うに空店舗が目立つようになった。そのため，表

町では中心商店街の再活性化への取り組みがなさ

れている。

　その第一は商店街の「モ』ル化」である。モール

化とは，商店街のアーケードを撤去し，歩道を拡

幅することで，歩行者にとってより魅力的となる

ことを目的に改築することである。歩行者の追跡

流動調査畑によれば，裏通りを通り直接大型店に

向かう流動が，表通りを通るものよりも多い。こ

の歩行者を商店街に呼び戻すために，2001年にこ

の開発計画が施行される予定である。

　第二は駐車場の確保である。表町商店街では石

川町の日立製作所社宅跡地を有償で借用したり，

閉店した店舗の跡地を利用して駐車場を確保して

きた。しかし，店舗と近接していないこと，駐車

場が有料であることなど，利用者にとって不便な

点も多い。抜本的対策として，新築する店舗を道

路から後退（セットバック）させ，路上駐車を可

能にする計画も検討されている。

　このようなハード面の改善のみならず，商店街内

部のソフト面の改善も行われつつある。その一つ

は，福祉施設利用者が製造した菓子類の販売店の開

店である。これにより，表町商店街には従来からの

機能である経済的側面だけではなく，福祉事業の一

端を担う新たな機能が付加された。また，表町商店

街の裏通りを利用して，月ユ～2回の頻度でフリー

マーケットが開催され，多数の来訪者で賑わってい

る。これらの試みは，商店街の活性化に一定の効果

を上げており，表町商店街の再発展のきっかけとな

る可能性を秘めていると言えよう。

　商業の郊外化・大型化が進展する状況下，表町

商店街が最盛期の賑わいを取り戻すことは難し

い。しかし，駅と大型店に近接する立地条件のポ

テンシャルの高さを考えると，現状をよりよくす

ることは十分に可能である。そのためにも以上の

活性化対策は必要であり，一定の成果を上げるで

あろう。一方で持続的な発展を考えると，大型店

や商圏が重複する水戸市の商店との差別化を図る

ことも重要である。すなわち，景観等のハード面

での商店街全体的な改善とともに，個々の商店の

品揃え，サービス内容のさらなる向上も求められ

ていくであろう。

　皿一2　那珂湊地区中心部における商業的土地

　　　　　利用の変化

　1）郡珂湊地区中心部における商業の特色

　那珂湊地区には，本町通りを中心とする湊本町

の商業集積地域のほかに，田中後，神敷台，阿

字ヶ浦，平磯，磯崎，牛久保・殿山，柳ヶ丘の7

つの商業集積地域が存在する仰。本町通りは，ほ

ぼすべての物品がその地区内で購買でき，専門店

が多いなどの点で，那珂湊地区のなかで商業的中

心地を形成している。

　那珂湊地区中心部州の商業の特徴は，小規模経

営にある。第11図は那珂湊地区中心部における従

業員規模別民間事業所数を表わしている。すべて

の町丁で，従業員数1～5人が過半数を占めてお

り，零細経営が卓越していることがわかる。

　零細経営の商店は，大型店の進出により，経営

の転換を迫られている。このような状況は1980年

代前半，勝田地区に大型店が進出し，顧客が流失

した際にも見られた。そこで大型店との共存が可

能な商店の特性を探るため，ユ979年の住宅地図か

ら小売業店舗を抽出し，1998年の現地調査に基づ

く小売業店舗の分布と比較した。

　1979年における那珂湊地区中心部の小売業店舗

の分布をみると（第12図a），最寄品・買回品小売

店ともに，湊本町，東本町，湊泉町，湊中央1丁

目への集積が著しい。特に，衣料・呉服，電気，

釣具などの買回品を扱う店舗は，ほぼこの4町丁

内に立地している。一方，スーパー（コンビニエ
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　　　　　（那珂湊商工会議所名簿より作成）

ンスストアを含む），薬・化粧品，食料品，ガソリ

ンスタンドなどの最寄品小売店は，牛久保や和田

町にも見られる。

　1998年においても従前の4町丁への集中傾向が

認められる（第ユ2図b）。しかしながら，最寄品・

買回品小売店ともに店舗数は激減している。他の

顕著な変化は，湊本町の海岸沿いにおける水産物

量販店群の立地である。これらの店舗は，塩釜，

焼津の海産物センターを見本として，ユ983年にま

ず1店舗が営業を開始したことに始まった。これ

らの量販店群は観光客を顧客として年聞を通じて

活況を呈しており，那珂湊商工会議所は，この水

産物量販店群と既存の商店街を結び付けることで

活性化を図る構想を有している棚。

　一方，サービス業店舗は小売業とは異なる分布

を呈している（第12図a）。小売業店舗が本町通り

沿いに立地しているのに対して，サービス業店舗

は湊本町と湊中央1丁目の境界となる通り沿いに

最も集中している。とりわけ理容・美容，クリー

ニング，娯楽，飲食店などの低次サービス業店舗

は，前述の場所へ集積している。医療機関，不動

産，学習塾などの高次サービス業は，湊本町およ

び湊中央においては点在している。

　1979年と1998年を比較した場合，第一に店舗数

の激減が認められる（第12図b）。特に，低次

サービス業店舗のうち，湊本町と湊中央の町丁界

付近に立地していた店舗の半数が閉店している。

高次サービス業店舗に関しても，全域での減少が

見られる。

　2）本町通りにおける小売業店舗の特性

　本項では商業的土地利用の変容を考慮するため

に，那珂湊地区中心部のなかでも江戸時代から中

心地区を形成していた湊本町と，それに隣接する

東本町を事例地区として取り上げる珊。！999年5

月現在，那珂湊地区には5つの商店会があるが，

このうち湊本町と東本町にまたがる本町通り商店

会は最も規模が大きく，那珂湊を代表する商店会

である5’〕。その法人組織である本町通り商店街振

興組合（以下，振興組合と表記）の区域内事業者

等調査票と聞き取り調査に基づき，那珂湊地区中

心部における小売業店舗の特性を究明するため，

創業時期と従業員規模について考察する。振興組

合への加盟店舗数は，1999年5月現在で，湊本町

が36店舗，東本町が30店舗である。この4分の3

に相当する49店舗が小売業であり，続いてサービ

ス業ユO店舗，金融機関4事業所，縫製業2事業
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1）小売業

繊　嚇　　郁 ～

　凡例
く／町丁界

　・最寄晶
　△　賢回晶

2）サービス業

　凡例

！＼！町丁界

　画低次
　○　高次

500rm〕

第12図a 那珂湊地区中心部における小売業・サービス業店舗の分布（1979年）

注）蘭丁丁名については第！1図を参照のこと。

　　　　　　　（住宅地図より作成）

所，建設業ユ事業所となっている。

　a、創業時期

　第ユ表は振興組合加盟店のうち，小売業店舗の

創業時期を示している。1950年以前から営業を続

けている店舗が3分の2を占め，老舗の商家が集

中する地域であったことを窺わせる。

　さらに販売品目をみると，18店舗が食料品を

第1表 本町通りにおける小売業店舗の創業

時期（1998年）

創業時期（年） 店舗数（％）

　一1950　　　33（67．3）
ユ951－1970　　　　9（18．4）
！97！－1990　　　　　　　　　　　4　　（　8．2）

1991－　　　　　3（6．ユ）

計49（ユOO．0）
（商店街振興組合の区域内事業者等調査票より作成）
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1）小売業

　靴　　秘
　　1帳
　　淋

抹紐繊蛾　。

〔コ　　ム．一．．全

離蝿

　　，顯ミ

μ

～

　凡例

！、！町丁界

　ム最寄品
　△　買圓品

2）サービス業

　○

参
　凡例

1＼！町丁界

　圃低次
　○高次

→
500［mコ

第！2図b　那珂湊地区中心部における小売業・サービス業店舗の分布（1998年）

　　　　注）町丁名については第u図を参照のこと。

　　　　　　　　　　　（現地調査より作成）

扱っており，このうち5店舗が卸売を兼ねてい

る。湊本町には，商港那珂湊の地の利を活かして

卸問屋を営んでいた家が多く，現在もなお往時の

機能を引き継いでいる。

　次に多いのが服飾品の8店舗であり，従来，呉

服屋を営んでいた店舗が，服飾店に商売替えをし

ている場合が多い。現在の東茨城郡大洗町磯浜町

にある祝町界隈は，明治・大正期には御茶屋，待

合，遊郭が建ち並び，芸者・女郎が出入りする赤

線地帯であった。そのため「東の湊，西の堺」と

呼ばれるほどの繁栄を誇っていた。那珂川をはさ

んで祝町に隣接する湊本町は，そこへ出入りする

人びとへの呉服供給を担っていた。現在でも服飾

店が多いのは，当時の名残であると言える。
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　一方，自動車部品や包装資材といった事業所向

けの店舗は5店舗と極めて少なく，ほとんどが個

人向けの店舗であることも特徴的である。また，

那珂湊地区の商店の特徴として，米穀店・酒屋の

集積を指摘できよう。振興組合加盟店は本町通り

沿いの店舗で構成されているために米穀店が1店

舗のみであるが，米穀店は湊本町に3店舗，東本

町に2店舗立地しており，また酒屋は湊本町に3

店舗立地している。商港として繁栄したという歴

史的背景に加え，第二次世界大戦後も漁師が遠洋

漁業に出漁する際に，米・酒類を需要としたこと

に由来するものと考えられる52j．

　b。従業員規模

　ここでは本町通りにおける小売業店舗の従業員

規模について述べる。本町通りの小売業店舗にお

いては従業員1～5人規模が87．7％を占めている

（第2表）。特に，従業員1人と2人を合わせた店

舗がユ9と40％にも達し，家族経営が主体となって

いる。これは先代から家業を受け継いだことによ

るが，現在では息子夫婦は水戸市や勝田地区に勤

務し，高齢者が店番をしている事例が多い。他の

地方都市の申心商店街と同様，本町通りにおいて

も後継者不足は深刻である。現在は1割程度にと

どまっている空店舗比率の上昇が懸念されてお

り，若手の有志による那珂湊小売商業経営研究会

が対策を積極的に講じている53）。小売店の多く

は，経営者が先祖代々当地に居住し，店舗と白宅

を兼ねているものが大半を占め，土地も自己所有

である。

　経営形態に関しては約3分の2に相当する30店

舗が個人経営であり，有限・株式の形態を有する

店舗は少ない副。店舗面積は50㎡以下が4割を占

めるものの，100㎡以上も3割弱あり，顕著な傾

向は見られない55）。

　以上の考察から那珂湊地区中心部の小売業

は，ユ950年以前に創業した店舗と，経営の小規模

によって特徴づけられる。

　3）本町通りにおけるサービス業店舗の特性

　本項では，那珂湊地区申心部におけるサービス

業店舗の特性を把握するため，創業時期および従

業員規模について考察する。那珂湊地区中心部に

おいては小売業店舗が圧倒的多数を占め，サービ

ス業店舗は少ない。本町通り振興組合への加盟店

66店舗のうちサービス業店舗は，わずか10店舗で

ある。

　a、創業時期

　第3表は振興組合加盟店のうち，サービス業店

舗の創業時期を示している。1950年以前から営業

を続けている店舗はユ店舗のみで，195ユ年から

ユ970年に創業した店舗が6割を占めている。1950

年以前の創業が7割を占める小売業店舗と瞭然た

る対比を見せている。

　サービス内容を見ると，美容・理容3，クリー

ニング2，飲食店2，自動車整備・販売1，写真

1，娯楽1となっており，ほとんどが低次サービ

ス業に属する。小売業に関しては，那珂湊商工会

議所青年部や那珂湊小売商業経営研究会によっ

て，地域の衰退・停滞を打破しようと積極的な取

り組みがなされている。サービス業においてもそ

のような取り組みが期待されるところである。

　b。従業員規模

　本町通りにおけるサービス業店舗の従業員規模

第2表本町通りにおける小売業店舗の従業
　　　　員規模（1998年）

従業員数（人） 店舗数（％）

1　－5　　　　　　　　　　　　43　　（87．7）

6－10　　　　4（8．2）
11－　　　　　　2（4．1）

計49（100．O）
（商店街振興組合の区域内事業者等調査票より作成）

第3表本町通りにおけるサービス業店舗の
　　　　創業時期（1998年）

創業時期（年）　　　　店舗数（％）
　　一！950　　　　　　　　　　　　　　（10．O）

1951－1970　　　　　（60．O）
197！－！990　　　　　　　　　　　　　　（20．O）

199ユー　　　　　　　　　　　　　　　　（10，O）

計10（100．O）
（商店街振興組合の区域内事業者等調査票より作成）
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は，小売業店舗と同様，従業員数ユ～5人が8割

と多数を占めている（第4表）。なかでも従業員

ユ人の店舗が6割にも達し，家族経営と表現する

よりもまさに「個人経営」である56〕。店舗面積は

50㎡以下が8割を占め，このことからも小規模

経営が確認される57：。

第4表本町通りにおけるサービス業店舗

　　　　の従業員規模（1998年）

従業員数（人） 店舗数（％）

1－5　　　　　8（80．O）
6－10　　　　　　　　　　　　2　　（20．O）

計10（100．O）
（商店街振興組合の区域内事業者等調査票より作成）

　以上を小括すると，那珂湊地区中心部のサービ

ス業は創業時期が比較的新しく，小売業店舗と対

照的である。しかし，小経営規模は小売業店舗と

共通しており，那珂湊地区中心部の商業・サービ

ス業は地域密着型であることがわかる。

　4）本町通りにおける商業活性化への取り組み

　前述したように，那珂湊地区中心部における商

店の減少，すなわち商業地域の地盤沈下が確認さ

れたが，これに歯止めをかけて魅力ある街を再生

させようと様々な試みがなされている。本町通り

商店会は，1998年4月に法人組織の振興組合を組

織し，商業活性化に向けて積極的な活動を開始し

た。那珂湊地区中心部における商業活性化の2つ

の柱は，「在宅ショッピング」事業と空店舗を利用

した「コミュニティ広場」の運営である。

　振興組合は，県内初の「在宅ショッピング」事

業を開始した。これは主に地域の高齢者や障害

者，就業女性，乳幼児を抱えた女性に対象をしぼ

り，ハイテク通信機器を利用して商店と結び付け

るものである。この事業は，バリアフリー，情報

化社会に呼応した経営戦略の一つセある。那珂湊

地区は高齢化が著しく進展しており，こうした状

況へのいち早い対応は注目されている。

　「在宅ショッピング」事業は1997年から始まった

ものであり，現在，実験の段階である。事業への

参加店は，振興組合と那珂湊小売商業経営研究会

のいずれかに属する商店，合計36店舗である。食

料品店が最も多く14店舗，日用品店15店舗，その

他が7店舗となっており，食料品219品目，日用

品263品目を扱っている。商店と利用者を結ぶ通

信機器は，那珂湊地区全域で計52台を配布・設置

している。設置世帯は，高齢者または障害者の世

帯に27台，その他の世帯に25台である。1997年10

月から1998年3月の利用状況によると，機器使用

の浸透不足，設置台数の少なさにより，取引額は

微々たるものであり，商店会を再生させるに至っ

ていない。しかし，実験を踏まえての課題克服に

よって，さらなる取り組みが期待される。

　「在宅ショッピング」と同様に那珂湊地区中心部

の商業活性化事業の柱となっているのが，空店舗

を活用した「コミュニティ広場」の運営である。

同事業は東本町に1997年6月「コミュニティ広

場」を設置し，地域の人びとの創造・発表，交流，

イベントの場として運営している。地域住民の

交流の場として活用されている店舗は，店舗面積

170m2の元コンビニエンスストアで，1995年から

空店舗となっていた。大型店の出店等で低迷気味

な客足を取り戻そうと，県のアクティブ商店街事

業の適用を受けて振興組合が空店舗を借り上げ

た。

　第13図は1997年度の「コミュニテイ広場」の利

10

　o

　　4月　5月　6月7角　8月9月10月i1月12月1月　2月3月

　第13図　コミュニテイ広場の利用回数

　　　　　（ユ997年度）

（那珂湊本町通り振興会『平成9年度賑わい商店街

創出事業報告書』より作成）
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用回数であるが，6月の設置以降，毎月10回以上

利用されている。利用目的は会議が過半数以上を

占めているが，サークル活動，展示・販売，イベ

ント等での利用もなされ，地域住民の交流の場と

して機能している（第5表）。月別に見ると，設

置前後の4月から6月にかけては会議場としての

利用が大半であったが，次第に多様な目的で利用

されるようになった。特にサークル活動では，合

唱，パッチワーク，編物，琴，俳句と活動団体の

増加傾向が見られる。

第5表　コミュニティ広場の使用目的
　　　　（1997年度）

a，1980年　　　1＼

　　　　　■

　　　　　1　・　一I　・　　、
　　　　　レ　　」　’　　　　　’　冒こ＝・㌧
　　　　、一～。」、毒　　　　・㌧　’．戸、、

　　　　　・　6　　　’　　　　　’　　麺　　　1

　　＼、／＼’’」一“　　／一さ　ダ

　　　　　＼冷）、Y∵

　　　　　　　　　　　　　　＼ξ糾
b，！999年　　卜、　　　　　　　　’一’

　　　　■

　　　　㌔1　■’　1　　㌧、
　　　　』、、j㌧　　㌔r官一＝一’、、

〉、ζ　1義一一＼／）＼こぺ
　　　　＼、／，ノ　　＼“1　＼二r』…・
唖髄　　㌔J“、、、」＼，・v　l～ギ，

　　　　　　　　　　　　　・（ζ．’｝
襲第二

第14図　ひたちなか市における大規模小売店

　　　　の分布

（茨城県『大規模小売店舗実態調査』および現地調

査より作成）

目的　　　　　　回数

会議　　　　　　　　101
サークル活動　　　　　46
展示・販売　　　　　　2王
イベント　　　　　　　13
その他　　　　　　　10

計　　　　　　191

（那珂湊本町通り振興会『平成9年度賑わい商店

街創出事業報告書』より作成）

　商店街のモール化や駐車場の確保といったハー

ド面の改善に重点を置く勝田地区中心部の表町商

店街とは対照的に，那珂湊地区中心部の本町通り

商店街では，人びとの交流の創出というソフト面

の整備を目指している。勝田駅という大きな人の

流動を視野に入れた表町と，地域住民を主体とす

る本町通りの商店街活性化への取り組みの差異

は，地域差そのものを反映していると言えよう。

　皿一3　大規模小売店舗の立地

　続いて，これまでに見てきた申心市街地の衰退

に大きな影響を与えたと考えられる大型店につい

て検討を行う。本節では，1980年と99年における

大型店の立地について取り上げる。

　1980年時点で開業していた大型店は11店舗で，

このうち第一種大型店は1，第二種大型店は10で

あった（第14図）。これらの大型店は勝田・那珂湊

両地区の中心部および勝田駅から2km圏内の国

道6号，昭和通り沿いに立地していた。業種構成

は第一種大型店が家具店ユ，第二種大型店は家具

等の専門店5，食品スーパー5である。事業所別

にみると，ひたちなか市の小売業者によって開設

されたものが5，水戸市や常陸太田市の小売業者

によるものが6であった。

　1993年4月の大店法改正により，大型店の設置

基準は大幅に緩和された。このため，ひたちなか
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市においても大型店の新規開業が増加し，1999年

時点での店舗数は39となった。このうち，第一種

大型店は1ユ，第二種大型店は28である。第一種大型

店の開業年をみると，1981年から92年の聞で3．

1993年以降の開業が7である。また，第二種大型店

はユ993年以降の開業が14となっており，大型店は

1993年以降，急速に増加したと言える。

　昭和通りと国道6号の沿線に大型店が集積して

いる点は1980年以降変化していないが，勝田地区

中心部周辺や，那珂湊地区中心部と那珂町を結ぶ

県道那珂湊那珂線沿いにも多くの立地が見られる

ようになった。業種構成は，家具・家電・ホーム

センターなどの専門店が22，食品スーパーが14，

他品目を取り扱う大型ショッピングセンターが3

となっている。1980年以降に開業した大型店の本

社所在地は，ひたちなか市内1，県内ユ7捌，県外

ユ259）で，外部資本の大型チェーン店の流入が顕著

にみられる。

　大型店のなかには，第1節で述べたような勝田

地区中心部における外部資本の誘致とは対照的

に，地元資本との提携をした事例も見られる。那

珂湊地区中心部では，那珂湊ショッピングセン

ター「ピアポート」が1993年に開業したが，これ

は地元の（株）那珂湊商業開発と（株）カスミの共同

経営によるものである。

　1983年，商店街の衰退が進むなかで，湊本町商

店街が中心となり，商店街の再活性化のための勉

強会「那珂湊商魂塾」が開かれた。この勉強会では

一部道路を車両規制し，各商店が路上での販売を

行う事業を開始した。本事業は地域主導による

ショッピングセンター構想の契機となった。1988

年に勉強会の会員が中心となって，協同組合那珂

湊ショッピングセンターを開設・統括組織とし，

（株）那珂湊商業開発を発足させた。また，核店舗

として（株）カスミと提携することによって，地域

主導のショッピングセンターが実現へと向かった。

　ピアポートは，カスミがそれ以前から営業して

いたスーパーマーケットの敷地を拡張して建設さ

れた。企画・設計はカスミ側が担当し，専門店街

の各店舗はカスミと賃貸契約を結んでいる。店舗

面積の3分のユはカスミ，残りの3分の2は専

門店街である。開設当時の専門店は38で，1999年

度は34の店舗が営業している。専門店のうち，市

内経営者の出店は2ユ店舗である。ひたちなか市外

では水戸市・つくば市・東京都・大阪府からの店

舗が各2，名古屋市・大洗町から各1店舗が出店

している。

　ピアポートの周辺においてテナントを出店した

事業所の分布を見ると（第15図），湊本町，湊中

央に集中していることが分かる。ピアポートから

やや離れた地域からの出店が多いのは，ピアポー

トが湊本町商店街を中心とする勉強会を主体とし

て設立されたという経緯のほかに，旧来の店舗の

顧客を新店舗によって減少させないように配慮し

たとも考えられる。旧店舗が現存する類型Aと，

テナント出店時に旧来の店舗を閉店したと思われ

る類型Bに分類し，ピアポートに出店した店舗の

分布を見ると，類型Aの店舗は類型Bのものに比

べて，幹線道路沿いに立地している割合が高く

なっている。

　皿一4　金融機関の立地

　本節では，都市機能の中でも高次機能を占める

と考えられる金融機関について取り上げる。

　ひたちなか市における当初の金融機関の立地は

那珂湊地区がその中心であった。例えば，茨城県

⑱類型A

第ユ5図

A類型B

「ピアポート」への出店店舗の分布

（1999年）

　（ピアポート資料より作成）
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内に店舗展開を進める常陽銀行の場合，ひたちな

か市内では湊支店が1907（明治40）年に，平磯支

店が1920（大正9）年に開設されたのに対し，勝

田支店が開設されたのはユ943（昭和ユ8）年のこと

であった。他の市内に複数の店舗を有する金融機

関に関しても，同様の傾向が見られる6。）。

　しかし，1999年のひたちなか市に立地する銀行

は33店舗，証券会社一保険業が47店舗であるが，

これらのうち，銀行28店舗，証券会社・保険業39

店舗が勝田地区に立地している。すなわち，金融

機関に関しては勝田地区への集積傾向が見られ

る。ひたちなか市や東海村などの周辺町村を統括

する事業所の多くは勝田地区に立地していること

から，ひたちなか市における金融機能の中心が那

珂湊地区から勝田地区に移行したと言える。

　1980年時点での勝田地区における金融機関は，

銀行10店舗，証券会社・保険業3店舗が立地して

いた。このうち，昭和通り沿いには銀行3店舗，

証券会社・保険業3店舗が，勝田駅に近い勝田中

央に立地していた（第16図一a）。

　1999年時点になると，昭和通り沿いの金融機関

は銀行10店舗，証券会社・保険業13店舗と増加し

ている（第16図一b）。勝田中央における事業所の

増加だけでなく，東石川，笹野町において9店舗

の新規立地が見られる。また，常陽銀行の幹事店

舗としての機能が勝田中央の旧勝田支店（現勝田

駅前支店）からユ994年に新規開設された笹野町の

ひたちなか支店に移動したように，昭和通り沿い

において金融機関の立地が勝田駅前から東側へと

拡大していることがわかる。広い敷地に対する志

向，常陸那珂港開発による昭和通り沿いの将来性

が金融機関の立地の拡大に影響を与えていると考

えられる。

　この金融機関の集積と金融圏の拡大は，地価に

も現れている（第17図）。駅からの距離に対する逓

減は，1989年において，表町通りより昭和通りの

方が大きかった。しかし，1998年においては昭和

通りよりも表町通りが大きく，経済中枢機能であ

る金融機関が立地したことなどから，昭和通りの

方が表町通りよりも地価が上昇したと考えられる。

　　　■

　　　甘」鰯’　・㍗㍗

〉×　フ㌧1一、グ
　　　＼な童》　ン・ド

　　　　　　　　　　　＼蝋！

　　　‘＼

第16図　ひたちなか市における金融機関の分布

　　　（住宅地図および現地調査より作成）

　また，郊外地域でも金融機関の新規開業が見ら

れる。これらの新規開業は，宅地開発に伴う人口

の増加により，利用者の利便性の向上や預金の吸

収を目的とする預金店舗として新規開業されたも

のと考えられる。

v　ひたちなか市における公共施設の立地とその

　　拡大

　本章では，都市機能の一翼を担う公共施設の立

地とその展開について検討する。まず，国，県

（第18図）および市による諾施設について述べた後
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隷

　　　凡例
　　　1999年　　1989年
昭称通り

表固丁通り舳蟷咀咀咀岨・

　　第17図　勝田地区中心部における相対地価の変化

　　　　　　注）勝日ヨ駅前AB間の路線地価を100とした。

（ひたちなか市役所税務課薪相続税財産評価基準路線価図』より作成）

o㎜河州　　　　　鶴は水j嚢・海事機関

　　　　　旛設で挽．

口

第ユ8図　ひたちなか市における国・県の行政機

　　　　関・公共施設の分布（1998年）

（那珂湊市企画課資料および聞き取り調査により作成）

に，公共施設のなかでも郊外への進出が著しい学

校教育施設，保健・福祉施設，公園緑地の3施設

群を取り上げ，それぞれの施設の立地とその変化

について述べることとする。

　M－1　国1県による行政機関1公共施設

　まず，国の出先機関としては，1888（明治2ユ）

年に開設された水戸地方法務局ひたちなか出張所

があげられる。ここでは登記に関する業務を行っ

ており，ひたちなか市に加えて大洗町の一部を管

轄区域としている6’〕。これはひたちなか市内に唯

一立地する国の窓口機関であり，1983年に八幡町

から現在の和尚塚に移転した。また，那珂湊港近

くの和田町には，ユ950年代に設立された港湾管理

や船舶検査等を行う運輸省の3機関が那珂湊運輸

総合庁舎内に設置されている舳。

　この他には，都市的とは言えないが，国関連で

は勝田地区に前述の通り陸上白衛隊の勝田駐屯

地，施設学校および演習場のほか，水戸少年刑務

所が立地している。また，常陸那珂港や国営ひた

ち海浜公園の建設，整備のための事務所が市内に

複数見られる。

　特筆すべき点としては，沿岸部の磯1崎町に郵政

省と科学技術庁の研究機関が設置されていること

があげられる。前者は1915（大正4）年に当時の

逓信省電気試験所平磯出張所として開設された

「平磯宇宙環境センター」捌である。大正時代には
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設置された。現在は，笹野町，南神敷台といった

旧中心部に隣接する地域に消防署が立地し，1979

年には市西部の市毛に西消防署が開設された。非

常備消防に関しては，勝田地区にユ7，那珂湊地区

に12の消防団が結成されており，それぞれに車庫

ないしはコミュニティ消防センターが建設されて

いる。

　M－3　学校教育施設の分布とその変化

　ここでの学校教育施設とは，小学校，中学校，

高等学校及び高等専門学校，幼稚園及び保育所の

4種の施設を指すものとする。ひたちなか市内に

は，この他に国立，県立の養護学校がそれぞれ1

校ずつ立地している。

　まず，1960年の学校教育施設の分布について見

てみると（第20図一a），那珂湊地区中心部から平

磯町にかけて多くの施設が集中しており，その他

には市毛，馬渡，佐野といった合併前の旧町村の

申心集落に小中学校が配置されていた。この時点

においては，勝田駅周辺には現在のような顕著な

集積が見られない。

　これらのうち，小学校の多くは学制公布後の

ユ8γO年代に設置されたものであり，中学校はほぼ

全てが戦後の教育改革の時期に開校されたもので

ある。高等学校は那珂湊地区中心部に第二次世界

大戦以前に設置された3校のみであり，勝田地区

には立地が見られない。このように，1960年の時

点では学校教育施設は都市としての起源が古い那

珂湊地区への集積が確認された。

　一方，ユ998年になると，これらの施設は28から

58へと倍増したが，傾向として勝田地区での新規

立地が著しいことが認められる（第20図一b）。ま

た，この時期に設置された30の施設のうちのおよ

そ半数が幼稚園・保育所である。］般的に，就学

前教育の施設整備は1960年代から盛んに実施され

てきているが，ひたちなか市の場合，加えて日立

製作所の勝田工場（196ユ年），那珂工場（196ユ

年），佐和工場（ユ965年），東海工場（1967年）と

いった大規模工場が現在の国道6号沿いに進出し

たことも影響している。工場進出と呼応し

て，1960年代からは勝田地区中心部やその隣接す

る地域で公営住宅の建設（第21図）や工場労働者
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　　　　一鉄道1（私鉄）
　　　　一一主要道路
　　　　榊榊河川
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○小学校　　　　錫
口中学校
△高校塙専
◇幼稚酔保育所（公立）
・幼稚園喉育園（私立）

　　　第20図　ひたちなか市における学校教育施設の分布

（ひたちなか市教育委員会資料およびひたちなか市児童福祉課資料より作成）

一27一



向けの住宅地開発（第22図）釧，社宅。寮の建設も

進み，郊外地域での人口増加が推測される。この

結果，公共施設の郊外進出が惹起されたと考えら

れよう。

　また，勝田地区東部に高等学校2校と高等専門

学校1校が建設されたが，これは当初市内に高等

学校を有さなかった勝田市が用地を提供し，誘致

したものである。ちなみに，ユ980年以後になる

と，学校教育施設の新設も少なくなり，小学校，

中学校，高校がそれぞれ1校ずつ設置されたのみ

である。現在では，過大規模校の分割が予定され

ており，中根，馬渡の2か所で学校建設のための

用地取得が行われている。

　v－4　保健。福祉施設の分布とその変化

　次に，保健，社会福祉，社会教育関連の施設に

ついて検討する。

　1980年時点では，施設の多くが公民館などの社

会教育施設であり，保健福祉関係の施設は勝田地

区の老人福祉センター馬渡荘と那珂湊地区の那珂

湊養護老人ホーム，そして勝田母子寮（設置者は

茨城県であるが，管理はひたちなか市による）の

3施設のみとなっていた（第23図一a）。

　その後，保健福祉分野での施設建設がとりわけ

勝田地区において積極的になされた。1986年には

杜会福祉協議会などの福祉関連団体の事務所や福

祉作業所，老人福祉センターを備えた総合福祉セ

ンターが西大．島に，ユ99ユ年には休日夜間診療所を

はじめ，予防接種室や保健相談室などの設備を有

する生涯保健センター（ヘルス・ケア・センター）

が松戸町に建設された。また，この他にも，社会

福祉，高齢者福祉関連の施設建設が次々に着手さ

れだ5〕。現在では，勝田地区南部の金上に新たな

老人福祉センターの建設計画があり，2000年度の

工事着工が予定されている（ユ998年時点での施設

立地に関しては，第23図一bを参照のこと）。

　一方の那珂湊地区では，本時期の新規施設の建

設は那珂湊保健相談センター（和田町，1987年）

に限られていたが，両市の合併直前から老人福祉

センターやホールなどを含む総合福祉センターの

由曲肚鉄遺OR〕　　口楮住宅
　　鉄鐘（私鉄〕記号のうち，自ヌキは1㎎Ω
曲榊榊榊圭要遺驚　　宰以前に嬢没されたもの1グ

　　　　　トは1931隼以後に麟股さ
由咀皿河川　　　　れたものである。

第21図　ひたちなか市における公営住宅の分

　　　　布（ユ998年）

（茨城県住宅課資料およびひたちなか市建築課資料

より作成）

佐和』
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第22図　ひたちなか市におけるH社・1社によ

　　　　る住宅地開発（1963－94年）

　　　（1－1社資料および1杜資料より作成）
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建設がなされ，1997年ユユ月に利用が開始された。

　これらの施設に関しては，市域内での均等・適

性配置の観点から郊外地域へ分散する傾向にあ

る。地区中心部に建設がなされる際にも既存市街

地に隣接する地域に設置がなされるが，これは用

地取得の問題が関係していると考えられる。

　なお，社会教育の分野でも，同様に勝田地区で

の施設の新規立地が多く見られ，公民館ないしは

コミュニティセンターといった地域の集会施設が

多数配置されるようになった。加えて，1982年に

は，青葉町の日立製作所社宅跡地に文化会館が建

設されるなど，大規模施設の建設も進められてい

る。

　v－5　公園緑地の分布とその変化

　ここでは，資料としてひたちなか市都市計画部

公園緑地課の「公園台帳」を用いて，これに記載

された都市計画公園および都市公園に，「運動ひろ

ば」や市民グランドといった屋外運動施設を加え

て検討を行う鮒。

　ユ980年の公園緑地の分布を見てみると（第24

図一a），勝田，那珂湊地区の中心部およびそれに

隣接する地域に集中している。これらのうち，公

園数では小一規模な街区公園が占める割合が大きい

が，その多くは，昭和通りに近い区画整理事業や

大規模な住宅団地造成がなされた地域に分布して

いる。

　一方，1998年になると，公園緑地の分布は広く

分散している（第24図一b）。佐和駅の北側や那珂

湊地区中心部の北側に新たな立地が見られるが，

前者は民間の宅地開発事業，後者は組合施行によ

る区画整理事業が実施された地域である。このほ

かに，従来から立地が見られた昭和通り沿いの地

域でも，小規模な街区公園が大幅に増加してい

る。また，ひたちなか地区の開発進展に伴い，国

営ひたち海浜公園や総合運動公園をぽじめとする

大規模な公園緑地が設置され，その結果，市域内

での公園面積も大幅に拡大している67〕。

　ひたちなか市においては，旧勝田市からの都市

計画制度を引き継いでいる。これは，都市計画の

「勝田方式」と呼ばれ，計画的に整備がなされた住

宅団地などを除いて，市街化区域を区画整理事業

一29一



乱1980隼　r。
　　　　　　一し
　　　　　ノ　　　　　1㍉
　　　　　1　　　　　　　　一
　　　　　’　　　　　　　　　、

　　　　｛　＼○ヘノ、

　　＿一、團　」
　　1　｝　道　R。
　。・・　ポ戴　O
　　　　　　．練　　o
　　　　　○　。1
　　　　　　　．o　　O
j
暴’　　麟　。　　・・
霧、　鮎ゾも・
㌔＼　　　　　　　　塁
　　　　　　　　　　災等

b．1998隼　　＼し、

　　　　　ノ　　　　　　　　、
　　　　　1。　　○　1
　　　　　’　　　　　　。　　、

　　　　　1、。＼○へ、
　　　　rパ　　　　　　　　　ノ、
　　～J．　　　．。
　　，　　　　　　　　　　“、
　、＾　　　　　　O．　1　　　　　　　　　　　　　　　；

　　・o㌻J
　｝　　　　　　。。妄　評
　　　　　　　　亀。㌦・
　　　　　　　　8

　1　　　　。○

　　　　　　　　α　　　　　o　o
公園面積

斗　　　当　　　0　1　2
　　　　　（㎞1）

一一鉄道10R）
一鉄道（私鉄）
一一主要道路
固厨河11

∠
1O，080　100，O00

　　　㈹
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で全て整備するというものである。このため，予

め大まかな区画整理事業の計画が地区ごとに用意

されており，そこには公共施設の整備計画も含ま

れている。このような事情から，計画段階で未整

備の状態にある都市計画公園も多く残されてい

る。加えて，勝田地区の市街地を流れる中丸川に

調整池やビオトープを配した親水公園を建設する

計画もあり，市の北部では市営霊園と公園を組み

合わせた北根墓園の建設が進められている。

V　おわりに

　本報告では，茨城県ひたちなか市を対象とし

て，近年の都市的土地利用の拡大と都市機能の集

積について考察してきた。特に，ひたちなか市が

1994年に勝田市，那珂湊市の対等合併により成立

したという背景を有していることから，両地区の

中心部の性格の相違を念頭におきながら，検討を

行った。

　第H章で述べられた通り，合併以前の勝田，那

珂湊の両地区は，互いに隣接しながら，異なる歴

史的基盤のもとに発展してきた。すなわち，那珂

湊地区は近世以来，商港として繁栄し，後にその

基幹産業を水産業に転換したものの，港湾を中心

とした都市を形成してきた。一方，旧来は純農村

的な性格を有していた勝田地区では，第二次世界

大戦前に軍需産業の大工場が進出し，戦後にはさ

らに工業団地の建設などが進められた。この結

果，勝田地区は工業都市としての性格を有するこ

ととなり，これらの工場群の存在を背景に戦後に

急成長を遂げた。

　以下では，ひたちなか市における都市的土地利

用ならびに都市機能に関して，本研究で明らかに

されたことを要約する。

　まず，勝田，那珂湊両地区の申心部における都

市的土地利用は，小規模経営による商業的土地利

用が主体である。また，勝田地区中心部には飲食

店の集積が見られる。両中心部とも大型店の開業

などが影響し，小売業の店舗は衰退傾向が顕著で

ある。このように旧市街地では，都市的土地利用

の後退が進展していると言えよう。
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　この商業の衰退に影響を与えたと考えられる大

型店であるが，大店法の改正が施行された1993年

以後に新規立地が増加した。1980年の時点では国

道6号や昭和通りなどの幹線道路沿いに立地が見

られ，ロードサイド型の店舗形態の初期段階の萌

芽が生じていた。ユ999年においては，主要道路沿

いでの増加とともに，住宅地域においての開設が

見られるようになった。

　次に，事業所統計をもとに民問事業所の立地に

ついて見てみると，那珂湊地区に比べて勝田地区

により集積する傾向が見られた。勝田地区内部に

おいても，国道6号や昭和通りなどの幹線道路沿

いの地域に集積が顕著であるが，住宅地域におい

ても新たな事業所の集積が見られるようになっ

た。このような近年の都市的土地利用の拡大は，

かつての工場進出に代わって，商業，特にサービ

ス業による第三次産業化に基づいていると言え

る。

　さらに，金融機関や証券会杜といった業務機能

に焦点を当ててみると，第二次世界大戦前までは

那珂湊地区がその中心的な地位を占めていた。し

かし，戦後になると，勝田地区の発展とともにこ

れらの機能の立地は勝田地区に集中するように

なった。現在の立地は，勝田地区中心部の高地価

帯に集積しているが，金融機関は住宅地域の開発

進展に伴い，郊外への進出も顕著である。

　一方，公共施設について見てみると，旧市の有

する歴史的基盤に加えて行財政基盤などの影響か

ら，その立地展開に大きな相違が見出された。例

えば，学校教育施設について見てみると，1960年

代以前では町村合併が進展する以前の旧町村の中

心集落にその立地が限られていたが，その後の約

20年間に勝田地区において施設建設が急激に行わ

れた。これは，工場進出に伴う人口増加に呼応し

ながら，幼稚園や保育所をはじめとする諾施設の

建設が中心であった。

　また，都市化と対応してその土地利用が拡大す

る公園緑地は，ユ980年には勝田地区申心部，ある

いは昭和通り沿いに集中していたが，その後，住

宅地開発や区画整理事業の進展により，さらに市

域内で分散する形で設置がなされた。加えて，ひ

たちなか地区の開発により大規模な公園緑地の建

設が進展した。

　これらの公共施設の立地は，県，市町村といっ

た地方自治体の投資が増大し，それらの都市的土

地利用の拡張に果たす役割が注視される。上記の

事柄は，財政の地方分散化の一端と見なすべきで

あろう。

　以上で明らかなように，ひたちなか市における

都市的土地利用は，当初は那珂湊地区が優位を占

めていたが，第二次世界大戦後になると，民聞，

公共の両部門とも勝田地区での都市機能の立地に

よる拡張が顕著であったと言える。これは，勝田

地区が那珂湊地区と比べて，人口・経済基盤，さ

らには水戸市や日立市といった他都市への近接性

の点で優位に位置することを反映したものと考え

られる。合併後の那珂湊地区は，公共部門で都市

計画の「勝田方式」の導入，ひたちなか地区の開

発，民間部門を含めた住宅地開発などにより，都

市機能の整備，都市的土地利用の拡大が次第にな

されつつあると言えよう68〕。

　現地調査にあたりましては，特にひたちなか市役所，茨城県・ひたちなか市の各公共機関，勝田，那珂

湊両商工会議所の方々には貴重な資料やデータ等を提供していただきました。また，以上の方々に加え，

表町商店街，本町通り商店会，小売業，金融・保険業をはじめとする現地の多数の事業所関係者の方々に

は，聞き取り調査に快くご協力いただきました。なお，筑波大学大学院博士課程地球科学研究科の杜　国

慶氏，美濃部　篤氏には1998年度の調査を分担していただきました。本稿作成にあたりましては，茨城

大学教育学部の小野寺　淳教授，筑波大学地球科学研究科の院生諸氏に適切な助言をいただきました。

末筆ながら，以上記して厚く御礼申し上げます。
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34）勝田地区工業団地整理組合（！966）1『勝田地区工業団地造成事業の計函並びに事業成果報告書j，勝

　　田地区工業団地整理組合．なお，「土地利用」の項では「工業導入に必要な工業地域面積は約ユユ5万坪

　　とし，これに付帯する住宅団地の造成に必要な面積を約85万坪として，工業団地に関連を有するよ

　　うに配備するものとする」，「勝田・佐和駅前は健全な商業地区を形成するように諸施設を整備する」

　　との記載がある．

35）那珂湊商工会議所（ユ986）：『那珂湊商工名鑑』，那珂湊商工会議所，36．

36）前掲！8），24－34．

37）ユ993年4月のr勝田市・那珂湊市合併検討協議会（任意協議会）」後に発行された両市広報では，合傑

　　の必要性として，（1）常陸那珂地区の役割と開発をふまえたまちづくり，（2）二市のまちづくりの推

　　進，（3）住民サービスの向上，（4）行財政基盤と能力の拡充の4点があげられている．1993年6月ユO

　　日発行「市報かつた（特集号）合併だより第1号」，ユ993年6月25日発行「広報なかみなと臨時特集

　　号合併だよりNo1」による．

38）これらの施設の名称は，当時の計画段階のものではなく，！998年に発行された茨城県資料によるも

　　のである．

39）本報告において，金融・保険業と不動産業は，全事業所数のユ割に満たないため，その他とした．事

　　業所数は！978年と1996年の比較において，金融・保険業では39から90へ，不動産業では33からユ30へ

　　急増した．

40）この範囲の町丁名は勝田中央，表町，勝田泉町，春日町，元町，東石川ユ・3丁目，石川町，彼野町

　　ユ丁目，長堀町1－3丁目，松戸町1丁目の全域および，共栄町，東石川2丁目，大字東石川，青

　　葉町，大成町，大字中根，笹野町2丁目，松戸町3丁目の一部である．第8図を参照．

4ユ）表町に立地する事業所は，表町全域にわたってそのほとんどが表町専門店商店街振興組合または表

　　町南商店街振興組合に属する．本報告で言う表町商店街とは，上記の2振興組合に属する事業所の

　　総称であり，表町に立地する事業所全体とほぼ同義である．

42）かつて，勝田駅は現在地よりもユOOmほど南に位置しており，ロータリーを経由して日工通りは近接

　　していた．写真2を参照．

43）青野壽郎・尾留川正平編（1968）『日本地誌第5巻』，二宮書店，328．

44）靴販売店においては，勝田中央，元町，共栄町ではさらに厳しい状況にあり，現存するのは勝田申

　　央の1店舗のみである．

45）表町で営業しているある靴店では，通常の靴の販売だけでなく，足に障審を持つ人を主に対象とし

　　た靴の注文製造も行っている、これには高い技術が必要なため，ドイツから専門の職人を雇ってい

　　る．こうした製靴の専門技術を持つ店舖は国内にほとんどなく，そのため全国から顧客を集めてい

　　る．

46）勝田地域商業近代化委員会（！990）『中小企業庁補助事業　勝田地域商業近代化地域計画報告書』，勝

　　田商工会議所，ユ39．

47）地域の顔再生推進委員会那珂湊商工会議所（！997）1『20ユO年に向けての地域の顔再生への道一那珂湊

　　商業の役割とあり方の検討に基づく中心商店街の再構築と商業基盤施設一』，地域の顔再生推進委員

　　会那珂湊商工会議所，59．

48）那珂湊地区中心部の範域は，本町通り商店会への来訪機会が多いと思われる釈迦町，湊申央1・2丁

　　目，湊泉町，東本町，富士ノ上，牛久保1・2丁目，和田1到丁ユー3丁目，湊本町，海門町ユ丁目とす

　　る．第1ユ図を参照．

49）「申心市街地再整備基本構想」であり，テーマセンターの開発，およびコミュニテイセンターの実現
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　　を目指している．

50）江戸時代，現在の湊公園は，徳川家の別荘であり，当地へ物品を供給するために町域が拡がった1

　　そのため，湊本町の道路は縦・横が直交しているが，詳細に見ると防犯上の理由から直交している角

　　が鉤型になっている．

5ユ）各商店会の加盟店舗数は，本町通り商店会80，3丁目商店会ユ3，仲丁商店会7，磯崎商店会！0，

　　阿字ケ浦商工会30となっている．

52）しかし，1970年代になると漁獲の減少に加え，重油の高騰，200カイリ問題の浮上等により50隻ほど

　　あった大型漁船は姿を消し，現在は小型船による沿岸漁業が主流となっている．

53）㎜一2－4）参照．

54）個人経営30，有限会杜！3，株式会社6となっている．

55）0－25㎡6，25－50㎡ユ4，50－75㎡！0，75－100㎡6，100㎡以上13となっている．

56）個人経営7，有限会社2，株式会杜1となっている．

57）O－25㎡1，25－50㎡7，50－75㎡！，ユ00㎡1となっている．

58）内訳は水戸市6，土浦市4，つくば市2，美野里町2，日立市1，岩瀬町1，神栖I町！である．

59）内訳は東京都4，埼玉県3，千葉県2，北海道1，栃木県ユ，新潟県！である．

60）例えば，茨城銀行や茨城県信用組合に関しても，那珂湊地区にまず支店が設置された．

61）開設当初は水戸治安裁判所湊出張所であった．管轄範囲は，近年の市町村合併の進展により，当初

　　の那珂湊市，常澄村，大洗町から現在の範囲に変更された．かつては水戸地方法務局の管轄で，人

　　口の多い旧勝田市を管轄範囲に含むことになったため，職員が増員された．

62）この3機関の名称と設置年は以下の通りである．運輸省関東運輸局那珂湊海運支局（！956年），海上

　　保安庁第三管区海上保安本部那珂湊海上保安部（王951年），同磯埼航路標識事務所（1953年）．

63）両機関の正式名称は，「郵政省通信総合研究所関東支所平磯宇宙環境センター」，「科学技術庁放射線

　　医学総合研究所那珂湊放射生態学研究センター」である．

64）第22図のH社，1杜は，本社をそれぞれ茨城県日立市，水戸市に置くデベロッパーであり，ひたちな

　　か市内で積極的な住宅地開発を行っている．

65）例えば，心身障害者福祉センター（1993年，西大島）や高場デイサービスセンター（老人福祉センター

　　を併設，！993年），津田老人いこいの家（1997年）などがあげられる．

66）ここでの「都市計画公園」は都市計画法上の計画決定がなされ，行政が設置した公園である。一方，

　　r都市公園」は民間の宅地造成などの開発行為によって建設され，その後，行政側に移管されたもの

　　である．屋外運動施設はオープンスペースの意味合いが強く，都市計画公園内にも多くのグランド

　　などが設置されていることもあるため，本報告では公園緑地に加えた．

67）この国営ひたち海浜公園は計画面積に関して，ひたちなか市内の公園面積のおよそ74％を占めてお

　　り，市民1人当たりの公園面積を大きく押し上げている．建設省都市局によれば，1997年度末にお

　　ける全国での！人当たり公園面積が7．5㎡であるのに対して，ひたちなか市においては，この数値が

　　11．27㎡となっている．

68）本報告の執筆分担は以下の通りである．I，n－3，W：美谷，n－1，2：渡辺，u－3，4，V：齋

　　藤，㎜一1：福田，㎜一2：大島．また，全体の調整を高橋が行った．
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写真3 勝田中央方面からの表町の町並み

　日立製作所の杜員寮跡地に商店

街を形成した表町は，最寄品を扱

う小規模店舖が多く立地してい

る。ユ980年代以降，空店舗が増加

している。

（1999年5月撮影）

写真4 駅方面からの勝田中央の町並み

　表町に比べ，敷地面積が広く，

金融機関などの事業所も多く立地

している。写真中央に見える道路

は昭和通りである。

（1999年5月撮影）

写真5 湊本町の町並み

　漁港の発展により商店街を形成

した湊本町は，最寄品・買回品の

店舗ばかりでなく，金融機関など

の事業所も立地している。近年で

は表町と同様に空店舗が増加して

いる。

（1999年5月撮影）
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写真6 ピアポート

　ユ993年1！月，（株）那珂湊商業開

発と（株）カスミにより共同開設

された，延床面積ユ1，242㎡，店舗

面積7，673㎡の第一種大型店の

ショッピングセンターである。

（！999年5月撮影）

写真7 ひたちなか市役所

　旧勝田市役所で，！970年，勝田

駅近くから現在地に移転した。

1994年の合併以後，ひたちなか市

役所となり，庁舎の増築も行われ

た。

（1998年！0月撮影）

写真8 ひたちなか市総合福祉センター

　1986年に旧勝田市により建設さ

れた。センター内には，福祉関連

団体の事務所や老人福祉セン

ター，福祉作業所などが設置され

ている。

（1998年10月撮影）
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